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試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこと。

問題は 2~11ベージに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落T・乱丁および解

答用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監瞥員に知らせること。

解答はすべて、 HBの黒鉛鉦またはHBのシャープペンシルで記入すること。

(1} 

マーク解答用紙記入上の注意

印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致していること を確認したうえで、 氏名欄に氏名を

(2) 

記入すること。

マーク欄にははっきりとマークする こと。訂正する場合は、消しゴムで丁寧に、 消し残しがないよう

によく消すこと。また、マークシートに消しゴムのかすを残さないこと。

マ ークする時！一良い 〇悪い C)悪い
・-....．---------------------．．．. ----------ゃ--.．．．--• -
マークを消す時につ良い C刈悪い C刈悪い
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記述解答用紙記入上の注意

(1) 記述解答用紙の所定欄 (2カ所）に、氏名および受験番号を正確に丁寧に記入すること。

(2) 所定欄以外に受験番号 ・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) 受験番号の記入にあたっては、次の数字見本にしたがい、読みやすいよ うに、正確に丁寧に記入する

こと。

数字見本 Joi I 1213141516171819 

(4) 

6. 

，
 

7

8

 

受験番号は右詰めで記入し、余白が生じる場合でも受験番号の前に 「（）」を記入しないことc

（例） 3825番⇒ 巳［〗〗口］〗
解答はすべて所定の解答欄に記入する こと。所定欄以外に何かを記人した解答用紙は採点の対象外とな

る場合がある。

試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、華記用具を問き解答用紙を裏返しにすること。

いかなる場合でも、解答用紙ば必ず提出すること。

試験終了後、問題l冊子は持ち掃ること。
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I 次の文章を読み，後の問に答えなさい。

6世紀に入ると，百済の|~その年代は538年とする説と552年と
する説があってはっきりとしないがこれ以降仏教は次第に倭同の支配／酋に受容されていく。こう して， 6 -J仕紀末か

ら飛烏の地に継統して干．宮が営まれるようになると，仏教を中心とする飛烏文化が花開いた。さらに7i仕紀後半の夭武・

持統天皇の時代になると 仏教文化を基調に律令同家形成期の活気ある時代を反映しナ内鳳文化が｀-
b ・ 

お-った。

奈良時代になると，仏教は政治との結びつきをますます強めていった0 鎮護国家の息想によって国家の安定をはかろ

うとした聖武天皇は， 741年国分寺建立の詔を出して諸国に同分寺・回分尼寺をつくらせることにした。さら に743年

には［口で大仏造立の詔を出した。しかし仏教重視に大きく傾いた政治は，称徳天皇の時代，僧道鏡の政権による

政治の混乱も生み出すこととなった，9

こうしたなか， 9世紀に入り ，巌澄・空海らの新しい仏教が支持されるようになる。巌澄は天台宗を空海は冥言宗
d 

をそれぞれ開いた。摂関時代，この両宗は圧倒的な勢力を持ち，祈祷を通 じて現世利益を求める貴族と結びついていっ

た。また現1せへの不安を背衆に，特に阿弥陀仏を信仰し，極楽往生を願ぅ［：こ］教が流行し，この信仰は末法思想に

よっていっそう強められた。

その後仏教界にも深刻な被害をもたらした源平の争乱を経て鎌含時代になると，仏教の教えを根本的に見つめ直し，

内面的な信仰を重視して広く庶民の階居にも訴える，新たな仏教の動きがみられるようになる。こうして人間の平等を

説いた法然やその弟子の親鸞踊り念仏を通じて信し、の有無にかかわらず極楽往生できると説いた一遍，法華経を釈迦

の正しい教え とし＇ ［三］をとなえることで救われると説いた日蓮などが登場した。また禅宗も宋から本格的に伝え

ニ 。一方． ll:l米の仏教にも改革をめざす勁きがみられた。 E の貞慶や F の明恵は戒律を酋んじ，南都

仏教の復興に力を注ぎ， ［：こ］
ロロf

の脊1檸と忍性も戒律を璽んじつつ，貧者や病人の救済につとめた。

1問〕□□に該当する人名を，漢字2字で記述解答用紙に記人せよ。

2 ―ード線部 aに関連する記述として，正しいものはどれか。 1つ選び．マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 法條寺百済観音像は，鞍作烏の作といわれる金鉗像である c

イ 蘇我蝦夷は，本格的伽藍をもつ飛烏寺（法興寺）を創建した。

ウ 舒明天皇創建とされる百済大寺は，吉価池廃寺がその遺跡とみられている。

工 中宮寺半珈思l佳像は．中国市朝様式ではなく北魏の様式を受容している。

オ ）厩戸玉創建とされる四天玉寺は， 1つの塔を 3つの金堂が取り囲む伽藍配置である。

3 下線部 bに関連する記述として，正しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 当時発達した乾漆像の技法によって，興福寺八部衆像などがつくられた。

イ 焼損した法隆寺講党壁画には，インドや西域の影響が認められる。

ウ 中央と界なり，地方においては寺院がほとんど建吃されなかった。

工 大官大寺や薬師寺などの大規模な氏寺が建立された。

オ 典福寺仏頭は， もと山出寺にあった茉師如来像の頭部と推定されるe
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4 下線部 cの天皇在位中の出来事として，花しいものはどれか。 1つ選び，マーク作f答Jl]紙の該当記号をマークせよ，:

ァ rガ葉集」が成立したっ

イ 大宝律令が完成したC1

ウ 墾用永年私財法が発せられた。

エ 「古事記J：日本書紀』が編募された。

オ 橘奈良麻呂の変がおこった。

5 口に設．．l1する語旬として，正しいものはどれか。 1つ選び，マーク朋答）廿紙の該当記号をマークせよ。

ア平城京 イ紫香楽宮 ウ恭仁京 工難波宮 オ近江大津宮

6 下線部 dに関連する記述として，誤っているものはどれか。 1つ選び，マーク解答JI]紙の該当記号をマークせよ。

ア 最澄と空海は同じ年の遣唐使に従って入唐した。

イ 最澄は近江出身で『顕戒論jをあらわしたc

ウ 空海は讃岐出身で 「三教指掃」をあらわした，）

エ 空海の創設した綜芸種智院は庶民にも教育の門戸を開いた。

オ 空洵の弟了・の円仁も唐から密教を伝えたc

7 口に該当す鑓旬を，漢字2字で記述解答用紙に記入せよ。

8 ~]に該当する語旬を，漢字 2 字で記述解答用紙に記入せよ。

， 下線部 fに関連する記述と して，正 しいものはどれか。 1つ選ぴ，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 宋に渡り禅を学んだ栄西は，一貫して朝廷や器府と距離をとった。

イ 宋に渡った逍元は，只管打坐をとき， 「典禅護国論」をあらわしたc

ウ 宋の閑浚遮隆は，朝廷の招きで来日 し，京都に建仁寺を開いた。

エ 宋の無学祖元は，北条時宗の招きで来Hし，鎌倉に円貨寺を開いた。

オ 宋の夢窓疎石は，朝廷の招きで来日し，南禅寺に住した。

10 □］ー□-口に該当する語旬の組み合わせと して，正しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答

用紙の該当記号をマークせよ。

ア E・法柑宗一 F・華祓宗 G:律宗

イ E:皐厳宗一 F:律宗 ー G:法相宗

ウ E・華厳宗 一 F：法相宗 ー G・律宗

工 E:法相宗ー F:神 家 ー G・華朕宗

オ E:律宗 一 F・華厳宗 ー G:法相宗
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且 次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

新井白石はその著作 「［三二］」において，平安時代から江戸時代に至るまでの日本の歴史を叙述 したc 「本朝天下

の大勢九変して武家の代となり，武家の代また五変して当代におよぶJという認識に基づいてあらわされた本者は

「公武治乱考」との別称からも知られるように日本の歴史を公家の歴史と武家の歴史とに区別して捉えているところ

に特徴がある。

公家の「九変」のうち第六の変から第九の変の期間は，武家の第一の変から第三の変の時代とおおよそ重なっている。

例えば公家の第八の変は「後醍醐璽詐天―ド朝家に帰する事わずか三年」・第九の変は 「そののち天子蒙艇。b竺兵．

ロをた弓:>共主となしてより，天下ながく武家の代となる」というものであるが，この期間は，武家の第三の変

である「後醍醐中巽ののち，源尊氏反して天子蒙嘉尊氏，［］こ］院を北朝の主となして，みずから器1付を開く 。子
c -

孫相継て十二代におよぶ。およそ二百三十八年」と，時期が軍なっている。

武家の第四の変は「足利殿の末，d~三勃興して将軍を廃し，天子を挟みて天下に令せんと謀りしかど，事未だ成ら

ずしておよそ十年がほど其臣光秀に拭せらる。C塁旦互，其故智を用い，みずから［：こ］とな りて天下の権を恣に

せしことおよそ十五年」というものである。そして，これに続くのが第1iの変である「当代の情」，すなわち徳川氏

が天下に君臨する江戸器府の時代なのである。

1問〕二に該当する書物の名称を，漢字で記述解答用紙に記入せよ。

2 下線邪 aに関連して，建武の新政において主に所領問題の裁判を担当した機関は何か。漢字で記述解答用紙に記入

せよ。

3 下線部bに関する説明として，誤っているものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア もともと 高氏と名乗っていたが後醍醐天皇の名である尊治から一字を許され尊氏と改名した。

イ 建武式目は室町幕府の当面の政治方針を示すものであり，17カ条から成っている。

ウ 建武式目の制定に先立ち，北朝から征夷大将軍に任じ られた。

工 室町幕府の運営では，弟の直装に行政や司法を担当させた。

オ 東国を統括する地方機関として鎌倉府を設置し，息子の基氏を鎌含公方とした。

4 口に該当する語句として，正しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア光厳 イ光明 ウ持明 工後光厳 オ後深屯

5 下線部 cに関連して歴代室町将軍の説明として，誤っているものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記

号をマークせよ。

ア 南朝と北朝との合ーを実現させた足利義満は，尊氏の孫にあたる。

イ 足利義持は父義満が始めた H明貿易を中断した。

ウ 還俗して将軍となった足利毅教は，幕府と対立していた鎌倉公方足利持氏を滅ぽした。

工 応仁の乱が勃発する直前，足利義政は東山に山荘を築き，その一角に銀閣を建てた。

オ 足利義昭は織田信長に擁立されて将軍となったが，次第に信長との関係が悪化し追放されたc
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6 下線部dに関連して，織出信長の事綾を述べた次の文 I～皿について，古いものから年代順に止しく配列したもの

はどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

1 延暦寺を焼き打ちにした。

II 安土城を築いた。

III 長篠合戦で武田氏を破った。

ア I→.lI→IIl イ 1→皿→II ウ I1→ I→皿工 II→皿→ I オ皿→ I→Il

7 ビ］こ該当する語句として正しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア太政大臣 イ摂政 ウ内大臣 工 関白 オ R本国王

8 下線部 eに関連して，豊臣秀吉の説明と して，正しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマー

クせよ。

ア 京都に緊楽第と呼ばれる邸宅を造営し，後隔成天旦を歓待した。

イ 九州平定の前年にバテレン追放令を発して，宣教師の国外退去と南蛮貿易の停止を命 じた。

ウ 北野天満宮において大規模な茶会を催し，村田珠光らが参加した。

エ 伊勢長島や越前の一向寸癸を鎮庄した織田信長の姿勢を引き継いで，石山本願寺を屈服させた。

オ 全国で検地を実施し，士地の牛産力を米の収穫高であらわす貰高制を確立させたc

9 下線部 fの社会や経済に関連する記述として，正しいものはどれか。 1つ選ぴ， マーク解答用紙の該当記号をマー

クせよ。

ア 老中水野忠邦は贅沢品の禁l卜などを強化する とともに，株仲問の結成や江戸への出稼ぎを推奨した。

ィ ・凸字を称することや刀を腰に帯びることは，武士や僧侶・ 神職の身分的特権とされた。

ウ 18世紀に入ると樽廻船に代わり大型の帆船を用いた菱垣廻船が，江戸・大坂間の海運を担うようになった。

エ 京都の西陣は高機と呼ばれる機織の技術を関東から導入し，絹織物業の一大産地となった。

ォ 三宮椋徳は異民の勤労や倹約によって農村の立て直しを図る，報徳仕法を実践した。

10 新井白石の事綾について述べた次の文X・Y・Zの正誤の組み合わせのうち，正しいものはどれか。 1つ選び，マ

ーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

x 藤原I星商の直弟子 として朱子学を学んだほか 「采覧展言」 をあらわすなど蘭学にも精通した。

Y 物価の上昇による景気同復を H指 し，元禄小判より金の含有率を下げた正徳小判を鋳造した。

z 新たに閤院宮家を創設するなどして朝廷との関係の隙和を凶った。

ア X＿正 Y＿正 zー誤 ィ x-T. Y＿誤 Z-」丁． ウ X＿誤 Y-正 z＿正

工 xー誤 Y＿正 Z-誤 オ X一誤 Yー誤 z＿止
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皿 次の史料は，日本駐在のベルギー公使 (1893-1910年）夫人の 日記（翻訳）からの抜粋を，年月日

順に配列したものである（一部表記を変更）。これを読み，後の問に答えなさい。

※この問題は、著作権の関係により掲載ができません。

（出典 「ベルギー公使夫人の明治H記j)

〔問〕

1 下線部 aに関する記述として．誤っているものはどれか0 1つ選び．マーク解答用紙の該当記号をマークせよっ

ァ 下関条約による 日本への遼東半島割譲がロ シアを刺激した。

イ 日本に対する干渉の中心となったのはロシアであった（；

ウ 3国の干渉を受け入れたのは第 2次伊藤博文内閣であった。

エ 日本政府はロシアに対する同民の反発を背票に軍備拡張を進めた3

オ 勧告を受け入れた日本政府は無償で遼東半島を浩に返還した(9

6 



2 口に関して，大隈重1言が第 2次松方正義内閣に入閣した際の政党名を．漠字で記述解答用紙に記入せよ。

3 ド線部 bに関連する記述として， 止しいものはどれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 人隈璽信は山県有朋内問の外務）ゞ臣として条約改正交渉にあたった。

イ 大隈直信は各国代表者による準備会議で条約改正交渉をすすめた。

ウ 人隈重信の条約改正案では，各裁判所の判事に外同人を任用するこ とになっていた。

工 大隈招信は国家主装団体である玄洋社の社員に襲竪されて重像を負ったc

オ 大隈重信は重f笏を負ったが，その後も条約改正交渉に取り組んだC・

4 ―・下線部 cに関連する記述と して．止 しいものはどれかC 2つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 列強に追随する清政府に対抗して義和団が蜂起した。

イ 北京の列固公使館を義和団の勢力が包囲した，

ウ 清政府は列国の抗譲を うけて義和1;｝]を鎮庁した。

エ [..1本は列同による連合軍に加わって出兵した．：

オ この年，列国は清政府と北京峨定書を結んだ。

5 下線部dに関連する記述として花しいものはどれか。 2つ選び， マーク解答）fl紙の該当記号をマークせよ。

ア 伊藤博文は結成したばかりの立憲政友会を率いて組閣した。

イ 伊藤薄文内閣は大隈重侶内閣の後をうけて成立した。

ウ 伊藤博文内閣は文官任Il]令の改正などをすすめた9)

エ 貴放院の勢力は伊藤博文内閣を支持した。

オ IFl自由党系の防力は伊藤博文内閣を支持した心

6 口は後に憲政会の総裁などをつとめた。該当する氏名を漢字で記述解答用紙に記入せよ。

7 下線部 eに関連する記述として，誤っている ものはどれか。 2つ選び， マーク解答用紙の該当記号をマークせよ c

ア 満州に駐兵し続けるロシアに対して， 非難が強まったc

イ ロシアが朝鮮に進出しようとしているとして，強硬論が高まった。

ウ キリスト教徒が中心となって平民社をおこし，非戦論を唱えたu

エ 桂内閣はロシアと交渉しつつ，開戦準備をすすめた。

オ H本はロシアとの交渉決裂を待つことなく，ロシア艦隊を攻笠した。

8 ド線部 fに関辿する記述として，誤っ ているものはどれか， 1つ選び， マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ァ ロシアでは革命運動などがおこり，戦争継続が困難と なっていた。

イ ロシアはアメリカ大統領の斡旋に応じて，講和交渉に臨んだ。

ウ ロシアは卒天会戦・日本海海戦の敗北で戦力が尽き， 講和に応じた。

エ 日本は奉犬会戦・日本海海戦で勝利したが戦争継続が困難となっていた。

ォ u木は韓同に対する優越権の獲得を詰和交渉の譲れない条件としたc

9 下線部 gに関連する記述として誤っているものはどれかC 1つ選び， マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 賠償金の額が少なかったためオ湘箭が忘まったe

イ 樺太全島の譲渡が実現でき なかったため不満が商まった。

ウ 語和条約の調印当□，講和反対の国民大会が東京で開催された。

エ 講和条約の調印当日，器動化した民衆が齊察署 ・内務大臣官邸な どを襲翌した。

オ 暴動鎖圧のため東京には戒厳令が出され，軍隊が出動した。

1。巨］ は当時の外務大臣である。該当する氏名を．漢字で記述解答用紙に記入せよ。
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w次の史料は， 日米首脳による共同声明からの抜粋である（文章は適宜に割愛，変更されている）。［史

料 l]［史料2]を読み，後の問に答えなさい。

［史料 l]

The President and the Prime Minister frankly discussed the Ryukyu and the Bonin Islands. The Prime 

Minister emphasized.~t and peopl~_return of 
(l) 

~an and expressed his belief that an adequate solution 

should promptly be sought on the basis of mutual understanding and trust between the Governments and 

people of the two countries. He further emphasized that an agreement should be reached between the two 

governments within a few years on a date satisfactory to them for the reversion of these Islands. The 

President stated that he fully understands the desire of the Japanese people for the reversion of these 

Islands. At the same time, the President and the Prime Minister recognized that the United States 

military bases on these islands continue to play a vital role in assuring the security of Japan and other 

free nations in the Far East. 

As a result of their discussion, the President and the Prime Minister agreed that the two Governments 

should keep under joint and continuous reviev,:_,~, guided by the aim of 
(2) 

returning administrative rights over these Islands to Japan and in the light of these discussions. 

The President and the Prime Minister further agreed that, with a view toward minimizing the stresses 

which will arise at such time as administrative rights are restored to Japan, measures should be taken to 

identify further the Ryukyuan people and their institutions with Japan proper and to promote the economic 

and social welfare of the Ryukyuan residents. To this end, they agreed to establish in Naha an Advisory 

Committee to the High Commissioner of the Ryukyu Islands. The Governments of Japan and the United 

States of America and ~ll Islands will each provide a representative and 
(3) 

appropriate staff to the Committee. The Committee will be expected to develop recommendations which 

should lead to substantial movement toward removing the remaining economic and social barriers between 

the Ryukyu Islands and Japan proper. The existing United States-Japan Consultative Committee in Tokyo 

will be kept informed by the High Commissioner of the progress of the work of the Advisory Committee. It 

was also agreed that the functions of the Japanese Government Liaison Office would be expanded as 

necessary to permit consultations with the High Commissioner and the United States Civil Administration 

on matters of mutual interest. 

The President and the Prime Minister also reviewed the status of the Bonin Islands and agreed that the 

mutual security interests of Japan and the United States could be accommodated within arrangements for 

the return of administration of these islands to Japan. 

［史料2]

The President and the Prime Minister specifically noted the continuing tension over the Korean 

Peninsula. The Prime Minister deeply appreciated -~ in the 
(4) 

area and stated that the security of the Republic of Korea was essential to Japan's own security. 

The President described the earnest efforts made by the United States for a peaceful and just settlement 

of the Viet-Nam problem. The President and the Prime Minister expressed_.~ 
(5) 

~l:J_e concluded befCJ~_Jh_e return of the administrative rights over Okinawa to Japan. In 

this connection, they agreed that, should peace in Viet-Nam not have been realized by the time reversion 

of Okinawa is scheduled to take place, the two governments would fully consult with each other in the 

light of the situation at that time so that reversion would be accomplished without affecting the United 

--8 



States efforts to assure the South Vietnamese people the opportunity to determine their own political 

future without outside interference. The Prime Minister stated that Japan was exploring what role she 

could play in bringing about stability in the Inda-China area. 

As a result of their discussion, it was agreed that the mutual security interests of the United States and 

Japan could be accommodated within arrangements for the return of the administrative rights over 

Okinawa to Japan. They therefore agreed that the two governments would immediately enter into 

consultations regarding specific arrangements for accomplishing the early reversion of Okinawa without 

detriment to the security of the Far East including Japan. They further agreed to expedite the 

consultations with a view to accomplishing the reversion during 1972 subject to the conclusion of these 

specific arrangements with the necessary legislative support. In this connection, the Prime Minister made 

clear the intention of his government, following reversion, to assume gradually the responsibility for the 

immediate defense of Okinawa as part of Japan's defense efforts for her own territories. The President and 

the Prime Minister agreed also that the United States would retain under the terms of the Treaty of 

Mutual Cooperation and Security such military facilities and areas in Okinawa as required in the mutual 

security of both countries. 

The President and the Prime Minister agreed that, upon return of the administrative rights, the Treaty 

of Mutual Cooperation and Security and its related arrangements would apply to Okinawa without 

modification thereof. In this connection, the Prime Minister affirmed the recognition of his government that 

the security of Japan could not be adequately maintained without international peace and security in the 

Far East and, therefore, the security of countries in the Far East was a matter of serious concern for 

Japan. 

The Prime Minister described in detail the particular sentiment of the Japanese people against nuclear 

weapons and the policy of the Japanese Government reflecting such sentiment. The President expressed his 

deep understanding and assured the Prime Minister that, without prejudice to the position of the United 

States Government with respect to the prior consultation system under the Treaty of Mutual Cooperation 

and Security, the reversion of Okinawa would be carried out in a manner consistent with the policy of the 

Japanese Government as described by the Prime Minister. 

（出典 『LI米関係姿料集 1945-97J) 

〔問〕

1 下線部(1)に関連する説明として，誤っているものはどれか。 2つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア サンフラ ンシスコ講和条約発効前に，沖縄群島議会は沖縄のEl木復帰を求めたc

イ 1952年，琉球政府が設立され，その行政主席は琉球列島アメリカ軍政府が任命した。

ウ ペト ナム戦争にともなう甚地用地の接収やアメリ カ兵の犯罪の増加があ り，祖匡復焙運動が本格化 していった。

エ この［史料 l]の共同声明が出される前 日本の首相は沖縄において「沖縄の祖同復帰が実現 しない限り ，わ

が国にとって「戦後』が終っていない」と発言した。

オ この ［史料 1]の共同声明が出された後 教職員会などが中心と なり， 沖縄県祖国復帰協議会が設立された。
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2 下線部(2)に関辿する説明として．誤っているものはどれか。 1つ選び，マーク鮒答用紙の該当記号をマークせよ。

ア アジア•太平洋戦争末期沖縄本島に上陸したアメリカ軍は．直接軍政を布いた。

イ 連合国軍最窃司令官総司令部 (GHQ)が東京に設僻されて以降は南［也諸島はアメリカ軍による聞接統治方

式が採用きれた。

ウ 1946年に．LI本人を知事とする沖縄民政府が発足した。

エ サンフランシスコ講和条約発効後も沖縄は本土から切り離され．アメ リカの施政権下におかれていたc

オ 1953年．土地収川令が公布されて．軍用地の強制収用手続きが定め られた。

3 下線部(3)に関連して［史料 l]の共同声明が出された後，初めての公選にて選ばれた琉球政府行政主席の氏名を，

漢字で記述解答Ill紙に記入せよ c

4 ［史料 1]に関して日米両首脳の合意事項として 正しいものはどれか。 2つ選び，マーク解答用紙の該当記号

をマークせよ。

ア 沖縄の施政権の 且本への返還に関して，その実施時期を 3年以内に決定する。

イ H米両国政府が，沖縄の施政権を E本に返還する との方針の下に，沖縄の地位について共同かつ継続的な検討

を行う。

ウ 施政権返還時に想定されるほ擦を最小限とするため，沖縄住民の経済的および社会的福祉を増進する措僅をと

るc

工 沖縄と日本本七との経済的および社会的障壁を除去するための勧告を行う諮問委貝会を，東京に設避する。

オ 奄美諾島の日本への早期復帰についての具体的な取決めに関 し，両国政府が直ちに協議に入る。

5 ［史料 1Jの共同芦明を 日本の首柑とともに出したアメリカ合衆同大統領は誰か。 1つ選び，マーク解答用紙の該

当記号をマークせよ。

ア Eisenhower イ Kennedy ウ Johnson エ Nixon オ Ford

6 下線部(4)に開連する説明として，誤っているものはどれか。 2つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマー クせよ。

ア 朝鮮戦争が勃発すると．アメリカが主となり国連軍が組織され，大韓民国側に立って参戦した。

イ 1954年のインドシナ休戦協定後，国連は平和維持軍 (PKF) を組織 し，ベトナムの平和維持を図った。

ウ 湾岸戦争終結後の1991年国際ギ和維持協力法 (PKO協力法）によ り，日本政府は海上自衛降の掃海部隊を

ペ）レシャ湾に派造した。

工 1992年以降国連平和維持活動のため， カンボジア， 干ザン ビーク．ザイールなどへ， H本政府は自衛隊を派

遣した。

オ 2003年，イラク復輿支援特別桔箇法が成吃 し，イラク戦争後の復興支援のため，日本政府は陸 ・洵・空の自衛

隊を派造した。

7 下線部(5)に関連する説明として，誤っているものはとれか。 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア 南ベトナムを支援するため，1965年にはアメリ カは北ベ トナムヘの爆繋を開始し，大規模な軍事介入を行った。

イ 北ベトナムと南ベトナム解放民族戦線は，ソ連と中華人民共和国の支援を受けた。

ウ ベ トナム戦争中には 1」本国内でも反戟運動が高まり，「ベトナムに平和を ！r|i民辿合」 が結成された。

エ 日本政府はベトナム戦争でア メリカに協力する一方，「核抜き •本土なみ」の·i巾縄返還を目指した。

オ 沖縄返還が実現する前に，ベトナム和乎協定によりベトナム戦争は終結した。
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8 ［史料2]の共同声明を出したアメリカ合衆国大統領に関連する説明として，正 しいものはどれか。 2つ選び，マ

ーク解答用紙の該当記号をマークせよ。

ア アメリカの同際収支が悪化したため， ドル防衛を目的に金とドルの交換停止を発表した。

イ 1ドル＝360円の固定相場制の維持が困難となり，プラザ合意によ り1ドル＝308円への円切り上げが行われた

後変動相場制へと移行した。

ウ R本との間で貿易摩擦が起き，貿易赤字解消のため，自動車・鉄鋼などの輸出規制， E本国内の内需拡大を求

めた。

エ ベトナム戦争を終わらせるため，中華人民共和国への接近をはかり， 1971年に突然， I司国への訪問を発表した。

オ [4本の首相に続き，この大統領自身も中華人民共和国を訪問し，周恩来，毛沢東と会談ののち，共同声明を発

表した。

9 ［史料2]の内容に関連する説明として，王しいものはどれか0 1つ選び，マーク解答用紙の該当記号をマークせ

ょ。

ア 日米の相互協力及び安全保障条約に基づいて，施政権返還後も沖縄防衛の責務は， H本政府の申 し出によりア

メリカ軍が担うこととなった。

イ 有事の際，アメリカ軍が沖縄への核兵器の再持ち込みを容認するこ とを 日本政府が同意 した。

ウ 施政権返還の取決めに関する協識を促進するため， H米の安全保陪上の利益の再検討を行い， 1972年中の沖縄

の復滞を達成すべきことに合意した。

工 施政権返還予定時となっても，ベトナムにおける和平が実現していない場合には，戦争終結まで返還は延期さ

れることとなった。

オ 施政権返還にあたって，日米の柑互協力及び安全保陪条約，およびこれに関する諸取決めが，その まま沖縄に

適用されることで，両首脳が一致した。

10 この［史料 1]［史料2]の共同声明を出 した日本の首相の氏名を； 漢字で記述解答用紙に記入せよ。

〔以下余白〕
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